
 

イズミル経済大学 交換留学 月例報告書（5月） 

国際文化学科 4 年 鈴木里菜 

 

 

 

学校 

  先月から対面の授業が再開されていますが、私の履修している授業は対面とオンライン

のハイブリッドとオンラインのみの授業なので、秋学期より教室に行く回数が減ってい

ます。大学によっては引き続きオンラインのみでの授業が行われているところもあるの

で、違う大学のトルコ人の友人とはしばらく会えずにいるので寂しいです。 

 

 

生活  

 

・夏 

日中は３０度を超える日があったり、２０：３０頃まで明るかったり、とうとう夏到来

という感じです。トルコには梅雨がなく、あまり湿気を感じることのない暑さで、個人

的には日本の夏よりは過ごしやすいような気がします。店先でトルコアイスのショーケ

ースを見ることが多くなり、トルコの夏の風物詩の１つなのだなと感じています。 

 

・お土産 

  徐々に帰国が近づいてきているので、バザールやスーパーなどでお土産を調達していま 

  す。バザールは様々なジャンルのお店が入り組んだ道沿いにずらっと並んでいるので、

見ているだけでも楽しめます。洋服や靴、スパイスやアクセサリー、お土産やレストラ

ンなど、ありとあらゆるものがそろっている場所です。ただ、方向音痴の私にとっては

迷路でもあるので、１人で行く時は抜け出すのに苦労しています。気になったお店に再

度たどり着くことができる保証はないので、少しでも気になったらその時に入るべきだ

と学びました。アジア人はとても珍しいので、歩いていると何かしら声をかけられるこ

とがあります。当初は反応に困ったり、モヤモヤしたりしたこともありましたが、今で

はだいぶ慣れてスルーする精神を身につけました。逆に、丁寧に商品の説明をしてくれ

たり、慣れない英語で親切に対応してくれたりする方もとても多いので、トルコの方の

優しさを感じられる場所です。 

 

  －ナザール・ボンジュウ 

   トルコでは昔から伝わるお守りで、災いを跳ね返すと言われています。目がモチーフ

になっており、どのお土産屋さんにも必ず置かれています。壁に掛けるものやストラ

ップ、アクセサリーやお皿まで、幅広いものに用いられています。日本人には馴染み



の無い目のデザインですが、トルコではどんなお店でも高確率で置かれていたり、ア

クセサリーとして取り入れたりしているトルコの方もとても多いです。 

 

－トルコランプ 

 細かいガラスのデザインがとても綺麗なモザイクのランプが有名です。私が何度か訪

れたトルコランプ屋さんは、とくに店内の雰囲気が素敵で、オーナーもとても親切で

した。毎回チャイを出してくれたり、お皿やキャンドルランプなどをサービスしてく

れたり、改めてトルコの方のあたたかさを感じます。 

 

・JIKAD（日本語教室） 

久しぶりに教室に参加することができました。以前いた学習者の方々は、やめてしまっ 

たり、クラスが無くなったりして、ほとんど会うことができませんでしたが、新しい学 

習者の方と出会うことができました。仕事や学校もある中で、日本語の勉強も頑張って 

いる姿を見て、自分も頑張らなければという気持ちになります。各々が学習した日本語 

で話しかけてくれるのでとても嬉しく思います。直接日本人と話すことができて楽しい、 

と言ってもらえているので、少しは学習者の方々の力になれているのかなと思います。 

 

 

夏 バザール

JIKADナザール・ボンジュウ トルコランプ


